
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

「リーディングスキルテスト」という聞き慣れ

ないテストがあります。これは、人が文章を読む

際の、「文節に正しく区切る」「『誰が』『何を』『ど

うした』のような構造を正しく認識する」「常識

や知識から推論して、未知の用語の意味を位置づ

ける」など、文章の読解に必要な力を11段階に区

切り、そのプロセスが正しく実践されているかを

測るものです。

今年度、磐梯町幼小中では「読む力」を高める

ことを重点としており、この度、このリーディン

グスキルテストを小学６年、中学１，２年全員で

実施しました。タブレットを使ったテストで結果

がすぐに出ますので、当該学年において、個に応

じてつまずき部分に留意し、不足しているスキル

を練習させたり、知識を補ったりして「読む力」を向上させていきます。同時に、この視点を当該学年

以外にも取り入れ、授業づくりに生かしていくような取組を、幼小中一貫した認識のもと実践していき

ます。

その実践や成果について機会を見てまた紹介いたします。

最近になって、磐梯二小が県内の事業において名誉ある賞をいただいた事例が続きましたので紹介い

たします。

第６５回よい歯の学校表彰 優秀活動奨励賞
令和３年度福島県学校歯科保健優良校表彰（第６５

回よい歯の学校表彰）において、磐梯二小が優秀活動

奨励賞を受賞しました。家庭や関係機関と連携したむ

し歯予防の活動が高く評価されたものです。

今年度は表彰式が行われないので、近く賞状等をい

ただけるとのことです。この賞の受賞は県内でも二校

のみとあって、先日、福島民報社の取材もありました。

近く紙面にて紹介されるものと思います。

学校だけでなく、家庭との連携が評価されたことは

とても嬉しいことであります。今後もお子さんたちの

歯と口の健康を維持するために、ご家庭に情報を発信

しながらむし歯予防の活動を継続していきます。
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第４２回福島県緑の少年団活動コンクール 福島県緑の少年団育成協議会長賞
令和３年度（第４２回）福島県緑の少年団活動コンクールの

審査があり、磐梯第二小学校緑の少年団が、福島県緑の少年団

育成協議会長賞を受賞しました（表彰式は７月２９日予定）。

福島県知事賞等数校のみが選ばれる上位の賞で、たいへんす

ばらしいものです。マイ花壇設置によって一人一人が思いをも

って草花の世話をしてきたことなど、日頃から緑を大切にして

きた本校の活動が高く評価されたものです。

草花の世話をすることで学べることはたくさんあります。受

賞を励みとして、これからもたくさんの活動を通して自然を大

切にしていく気持ちを育んでいきたいと考えています。

磐梯二小の環境整備は･･･
磐梯二小の環境の素晴らしさとして、木をふんだんに利用した校

舎のデザイン性が挙げられますが、同時に校地の広さも特筆できる

ものです。

与えていただいた環境をどのように生かしていくかということは

とても大切なことと考えます。その点で、本校の矢吹用務員が、通

常の用務員業務のみならず、磐梯二小ならではの尽力している作業

がありますので紹介いたします。

まずは、校庭整地です。広大な校庭は少し気を緩めるとすぐに雑

草が生い茂ってしまいます。しかし、この度、二日がかりで２ｔト

ラックによるレーキ引きを行いました。矢吹用務員の人柄を表すよ

うなとても美しい仕上がりでした。やはり、きれいな校庭で運動す

る子どもたちは気持ちよさそうです。

また、草刈りが必要な場所も、他校と比べてとても多いです。特

に斜面が多く、また、岩や川もあり、かなり高度な技術を要します。

春先にきれいにしたところも、１か月もするとまたすごい勢いで伸

びてきます。それでも、子どもたちが気持ちよく生活できるように

と、毎日草刈り機を背負って作業しています。

なお、草刈りに関しては、次回の奉仕作業で保護者の皆様にもお

世話になります。その際は、どうぞよろしくお願いいたします。

ちょっといい話
６月１日（火）、地域にお住まいの方から学校に

１本の電話がありました。

本校では、日頃から見守り隊の皆さんに温かく見

守っていただいています。おかげで交通安全の効果

はもちろん、不審者出現に対しても抑止力となって

いると聞きます。学校としましても、感謝の気持ち

でいっぱいです。

同時に、このように地域の方が学校を身近に感じ、

自分事のように喜んで電話をかけてくださるという

ことに感激しております。

地域の宝である子どもたちが毎日楽しく学校生活を送ることができるよう、職員一同がんばっていき

たいと、改めて身の引き締まる思いをしたお電話でした。

「入倉地区の子どもたちの登校に、自転車を引き
ながら毎朝ついてきてくださる方がいます。こう

して地域の人が子どもたちの登校を見守っている

姿を見て、いいなと思って感動しています･･･。」


